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「初冬期」 の事故防止
「夜の道 知らせる・見つける ハイビーム」

十勝管内 「一時停止」 事故多発
「相手は､停まらないかもしれない」

《薄暮時間帯・夜間の事故防止》
先を読む 見えない危険 潜む事故

・薄暮の時間帯は･･･地面が暗く、見落としやすいので、スピードダウン
・早めのライト点灯で･･･自車の存在を知らせる

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午後２時半 深川市 信号交差点
左折の乗用車にはねられ

横断歩道を渡っていた高齢女性は頭から出血
乗用車運転の男性、現行犯逮捕

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認しましょう ◇
◇『死角』に自転車・歩行者あり◇

◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇
２０２５／１０／１５（水） １８：１３

１５日午後２時半ごろ、深川市の信号交差点で、乗用車を運転していた高齢男性から深川警察署へ通報がありま
した。この事故で、歩行者の女性（８２）が頭から出血し、意識がある状態で病院へ搬送されました。命に別条は
ありません。警察によりますと、乗用車が交差点を左折した際に、横断歩道を渡っていた高齢女性をはねたとい
うことです。警察は、乗用車を運転していた男性（７１）を過失運転致傷の疑いで、現行犯逮捕しました。

夜９時 車道を歩いていた高齢女性
軽乗用車にはねられ

意識不明の状態で搬送されるも死亡
片側2車線の広い道路、女性は内側に車線にいた
◇夜間、早朝は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／１０／１６（木） １０：０７
１５日午後９時すぎ、鳥取県の県道で車道を歩いていた、女性（８１）が、走ってきた軽乗用車にはねられ、意識

不明の状態で病院に搬送されましたが、およそ７時間後に、出血性ショックのため死亡しました。現場は片側２車
線の広い道路で、女性は車道の内側の車線にいたところをはねられたとみられます。警察署が軽乗用車を運転し
ていた市内の男性から話をきいて、事故の原因などを調べています。

工事中、のり面から30メートル落下か
60代男性が死亡

「人が倒れている」 作業員が119番
◇作業時、『足元』の確認を十分に行い、『邪魔になるもの』を片付けて作業しましょう◇

◇荷台、運転席から降りる時は、「足元」の確認◇
２０２５／１０／１６（木） ９：１２

１５日午後２時１５分ごろ、長崎県の工事現場で、のり面の修復作業に当たっていた作業員から「のり面の下に人
が倒れている」と１１９番があった。警察によると、倒れていたのは会社経営の男性（６５）で、死亡が確認されま
した。のり面は高さ３０メートルあり、高所から落下したとみられるという。


